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令和３年度 第１８回 邑南町教育委員会 会議録 

 

１．招集期日 令和 ４年 ３月 ２５日（金） 

  招集場所 元気館 視聴覚室   

２．出席委員 土居教育長、森岡委員、服部委員、井上委員  

３．説明のため出席を求めた者及び参加者    

   高瀬学校教育課長、三上生涯学習課長、南原調整官   

４．会議録に署名すべき委員の指名  

     服部委員、井上委員    

 

土居教育長：  

日程第１   

これより、第１８回の邑南町教育委員会を開催いたします。 

                             ( 10:50～  ) 

 

日程第２  

 本日の会議録署名委員は、服部委員さん、井上委員さんお願いします。 

 

日程第３  議決事項 

議案第７０号 公民館長の任命について事務局から説明をお願いします。 

 

三上生涯学習課長： 

 邑南町公民館長の任命についてでございます。邑南町公民館長を別紙の通りに任

命したいので社会教育法第２８条の規定により教育委員会の議決を求めるものでござ

います。一枚はぐっていただきますと、中野公民館長の宮本館長さんから退職の願い

が、お体の不調によるところから退職の願いが出まして、それについて活動推進協議

会の方で協議をされ、そこにあります上田七郎様が活動推進協議会の方から公民館

長として推薦が挙がってきております。 

 

土居教育長： 

 事務局から説明がありました通り、宮本館長さんが体調不良によって辞職されまし

た。その代わりということで上田七郎さんの推薦が挙がっておりまので、ご審議をお願

いします。この件についてご質問がございませんでしょうか。 

 

教育委員： 

 ありません。 

 

土居教育長： 

 それでは議案第７０号公民館長の任命について承認いただけますでしょうか。 

 

教育委員： 
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      了 

 

土居教育長： 

 続きまして議案第７１号指定学校の変更について、事務局説明をお願いします。 

 

高瀬学校教育課長： 

議案第７１号指定学校変更についてです。これにつきましては地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第２１条の規定により教育委員会の議決を求めるものでござい

ます。一枚はぐっていただきますと指定学校変更申出書が出ております。裏表ありま

す。以下個人情報につき省略。これについては以上でございます。 

 

土居教育長： 

 指定学校の変更について保護者から申出書が出ております。これについてご質問ご

ざいますでしょうか。 

 

教育委員： 

ありません。 

 

土居教育長： 

それでは議案第７１号指定学校の変更については、ご承認いただけますでしょうか。 

 

教育委員： 

      了 

 

土居教育長： 

 それでは続きまして議案第７２号邑南町外国語指導助手任用規則の一部改正につ

いて審議をお願いします。それでは事務局説明をお願いします。 

 

高瀬学校教育課長： 

続きまして議案第７２号邑南町外国語指導助手任用規則の一部改正についてで

す。これにつきましては地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１５条の規定に

より教育委員会の議決を求めるものでございます。一枚はぐっていただきますと、そち

ら新旧対照表がありますので、そちらでご説明をさせていただきます。現在外国語指

導助手 ALT の方３名おられますが、その方の任用規則の変更でございまして、この

度、この公務員の方でも特別休暇のところで、変更とかございました。それに合わせた

形で変更でございます。それから中については今まで無給だったものが有給に変更と

かいうことになっております。最初に第１３条の中の第５号ですけど、これについては新

設でして、ここのところが、不妊治療について新たに、特別休暇の制度が設けられまし

たので、こちら外国語指導助手の任用規則の方も新たに新設されておられます。それ

から中途入れましたので、号番号がずっとずれていきますが、そのなかでまた新設とし

てですね、新たに無かったもの、我々職員の方にはこういうのがございましたが、新た

に新設されておられます。奥様が、届出されていない方もですけど、出産にあわせてで

すね、２週間以内までのとこで、３日間の範囲での特別休暇がもらえるというのが新た
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に追加されておられます。それから産前の出産に合わせての５日間の新たな特別休暇

を第９号で設けられてます。それから１０号のところでは、授乳とかでですね、１日２回３

０分というふうな期限がございましたが、それが６０分まで延長されておられます。それ

から飛びまして、第１３号の方ですが、これについては今までなかった出産までのところ

での病院とかでの健康診断について新たにこれは特別休暇というふうなところで設け

られております。それから次のページですが、第１６号ですが、これについては介護の件

について取りやすいような条件整理が少し文言追加されております。それから１８号も

新たに新設でして、これについても新たにこういうふうな対応ができるというようなとこ

ろで認められております。それ以降については号番号のずれとかあります、その方少し

調整がされているとこでございます。以上です。 

 

土居教育長： 

 ALT の規則に関わる、上位の規則が変わったために、邑南町でもそれに合わせて改

正をしたということでございます。これについてご質問ございませんでしょうか。よろし

いでしょうか。 

 

教育委員： 

はい。 

 

土居教育長： 

議案第７２号邑南町外国語指導助手任用規則の一部改正についてはご承認いただ

けますでしょうか。 

 

教育委員： 

     了 

 

服部委員： 

 これを例えば英語とかに翻訳したものがあるんですか。 

 

高瀬学校教育課長： 

 向こうから来てはおりますが、ただそれは今の例規上にはそれは設けてないんで。 

 

土居教育長： 

 本人には伝えるという。まだ、どなたも結婚しておられないんで。 

 

服部委員： 

 今から該当される方もおられるでしょう。 

 

土居教育長： 

 ないことはないと思う。 

 

服部委員： 

 日本人が読んでもなかなかするっとはいかない。はい、ありがとうございました。 
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土居教育長： 

 続きまして議案第７３号学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱についてをお諮

りをさせていただきます。では事務局お願いします。 

 

高瀬学校教育課長： 

 議案第７３号学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱についてでございます。こ

れにつきましては地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２１条の規定により教

育委員会の議決を求めるものでございます。一枚はぐっていただきますと、一覧表を

付けておりますのでご覧いただければと思います。任期としては令和４年の４月１日か

ら２年間になりますが、令和６年３月３１日までとなります。上から順に学校医、それから

学校歯科医、学校薬剤師というようなところで、それぞれの先生に引き続きお願いする

ものでございます。これについては以上でございます。 

 

土居教育長： 

 ２年に１回ずつお願いをして、委嘱をお願いしておりますので今年度の３月３１日で任

期切れとなりますので、新たに委嘱をするものです。これについてご質問ございません

でしょうか。 

 

教育委員： 

 ありません。 

 

土居教育長： 

 では、議案第７３号学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱についてはご承認い

ただけますでしょうか。 

 

教育委員： 

     了 

 

土居教育長： 

続きまして議案第７４号令和４年度邑南町一般会計当初予算（案）について審議を

させていただきます。では事務局説明を願いします。 

 

高瀬学校教育課長： 

 先に専決の方で、理由を述べさせてもらったほうがよろしいでしょうか。議案第７４号

を説明させてもらう前に、次の日程第４の報告事項のところの報告第３８号専決処分

の報告についてでございます。これにつきましては前回、２月２５日の教育委員会にお

きまして、宇都井スクールバス条例の一部改正と当初予算、令和４年度の一般会計当

初予算について説明させていただきました。その後、議会の方に提案の方、させていた

だきました。その中で、宇都井線のスクールバスの条例一部改正についてでございま

すが、すでに新聞等でご承知かと思いますが、地元説明の期間がちょっと短いというふ

うなこともございまして、なかなか地元との協議が成立しませんでした。その結果をもち

まして、執行部側と相談をさせていただきまして、今回３月７日から行われました、その
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中で提案させてもらいました議案について、３月１８日の本会議のところで撤回の方さ

せていただきました。これにつきましては、それに合わせて当初予算の方も撤回の方さ

せてもらっております。今後の方向性としましては、令和４年度１年間、スクールバスを

走らせるというふうなことを今予定しておりまして、それに合わせまして地元と協議を

進めながら、段階的にはすみデマンド、今すでに地域の方で走っておりますが、そのは

すみデマンドを利用してもらうというふうなところで、そちらの方に切り替えの方をさせ

ていただければと思っております。ちなみにはすみデマンドを運営されております羽須

美振興会さんの方とはですね、協議の方は整ってはおりましたが、一旦白紙にさせても

らっております。報告第３８号、後の方でさせてもらっておりますが、教育委員会を開く

間がございませんでしたので、３月１８日の日付で専決処分させてもらっておるところで

ございます。それで、続きましてのところで議案第７４号の方説明させていただければと

思います。令和４年度邑南町一般会計当初予算（案）についてでございます。これにつ

きましては地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、教育委

員会の議決を求めるものでございます。一枚はぐっていただきますと、そちら当初予算

（案）を付けておりますが、その中の番号、左側にございます番号２９番、スクールバス

運営費について変更、増額させてもらっているところでございます。金額としましては、

全体額７１，７３２千円です。前回と比べますと、２，０８７千円ほど額の増額がございま

す。これにつきましては、宇都井線のスクールバスを１年間運用するというようなところ

で、その掛かる経費の方増額させてもらっているところでございます。令和４年度の当

初予算（案）については以上でございます。 

 

土居教育長： 

 前回の教育委員会で宇都井線の廃止について承認をしていただきました。地域みら

い課が主管している、生活交通検討委員会、公共交通会議の結論が出たのが、最終

的には３月１１日でした。それが結論が出る前に、保護者あるいは、デマンド交通の運営

主体とは協議を重ねておりましたが、地元宇都井地区の皆さん方に説明をしなきゃい

けないということで、説明に行かせてもらいましたけども、期間が非常に短いということ

で合意はなりませんでした。ただ、結論は結論として、バスの廃止というのは変わらな

いわけですが、ここでも説明させてもらったように、デマンド交通で子どもの通学便を

確保するという、それは変わらないというつもりでしたけども、保護者の意向等も含め

て今後理解を深めていけるように教育委員会が努めたいというふうに思っております。

議会への説明の中でこれは撤回した方がいいじゃないかという、結論もありました。

で、一旦議案を撤回させていただいて、もう一度当初予算を３月の２９日に議会が延

長されておりますので、そこでもう一度当初予算（案）を説明をするということになりま

したので、本当は撤回についてもこの教育委員会を開いてやれば一番良かったわけで

すが、課長の説明にもありましたように時間がなかったということで、専決をさせていた

だいて、この議案の第７９号において、もう一度撤回するということを協議を、承認をし

ていただきたいということで議案にあげさせていただいておるところです。デマンド交通

の額を落として、スクールバスの当初予算を組んでおりますので、大体１００万ぐらい上

乗せをして、当初予算を見直しておりますので、ご理解いただきたいと思います。これ

についてご質問ございますでしょうか。 

 

森岡委員： 
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 議案第７９ですね、両方やられた方がいいんじゃないですか。別々でええんですか。

条例の施行規則の撤回とこれ予算と。 

 

高瀬学校教育課長： 

 今のスクールバス条例とかについてはですね、町長部局のとこでしたので、これにつ

いては今回専決処分させてもらったんですが、こちらのスクールバス条例施行規則が

ですね、教育委員会規則ですので、教育委員会中での前回協議してもらって、議案審

議してもらっておりますので、これについて別扱いということで今回させてもらいまし

た。 

 

土居教育長： 

 よろしいでしょうか。 

 

森岡委員： 

 専決処分の件なんですけど、これは専決処分うちがするということは、そのまえに地

方教育行政の組織及び運営に関する法律２９条の規定で、向こうが取り下げたいと、

それについて意見を求めるということで、それがあったから議案ということですよね、専

決処分の、建前上そういうことですね。 

 

高瀬学校教育課長： 

 はい。 

 

森岡委員： 

 わかりました。それと７９条関連するかもわからん、条例の改正法はどんなですか。 

 

高瀬学校教育課長： 

 条例の改正についてはですね取り下げしましたので、改正は無いままです。 

 

森岡委員： 

 いや、ただ７９、条例の改正案出てますよ、前回。承認しましたよね。２９条に基づい

て、やっておれば、それは今度専決処分になるんですか。 

 

高瀬学校教育課長： 

 はい。 

 

森岡委員： 

 その分も。 

 

高瀬学校教育課長： 

 はい。報告第３８号でですね。 

 

森岡委員： 

 は、条例もあったんですかいね。 
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高瀬学校教育課長： 

 条例の、スクールバス条例の撤回と当初予算の撤回をさせてもらっております。 

 

森岡委員： 

 もう一点、実はあのう審議をする前なんであれなんですけど、昨日全然これとは関係

ない会議が公民館であって、うちの出羽公民館で、全く協議と関係ないことで。その中

である会議の人がですね、あんたら教育委員会何にをしとるんなら。しゃんとせにゃあ

いけんのじゃないかみたいなことを言われました。それはなんでですか言うたら、新聞

で見た、言うてね。多分瑞穂地域なんで中国新聞かわからんですけど、見たけど。 

 

土居教育長： 

 中央新報でしょう。 

 

森岡委員： 

 中国新聞に今日ね、持ってきたんですけどね、こういうふうになっとるんでね。１８日の

全員協議会で町教育委員会は、利用者や住民の気持ちに添えなかったと謝罪をして

地元の協議を続けていくことを、理解を求めていく方針を示したと、謝罪したとあった。

これ教育委員会は謝罪したとある、中国新聞は。それは正しいかわからんですよ。だけ

え読んだ人は、あんたら何をしとるん、ちゃんとせえやということなんですね。というの

は条例を撤回したり、するわけじゃないですか、うちは条例も提案権はないんで、うち

は撤回することは出来んですよね。予算もそうです。どこにも撤回となっているんで、で

まあ一般の人は、教育委員会何をしとるん話になるわけでしょ。で、本来教育委員会、

教育長さんなんでしょうけど、撤回謝罪するもんでもなんでもないでしょこれ。要は、予

算の提案権は町長でしょ。規則はうちなんですけど、条例も町長しか提案ができん。そ

の代わり町長は、２９条の時点において、教育委員会の意見を求めなければいけない、

なっとるでしょ。だから我々条例上で、２９条に基づいて提案してくるわけなんで、それ

はそうなんで、それは意見を求めるわけで、意見をこっちで言ってもその通りなるわけ

でもなんでもない。求めるだけでね。そういう中で、うちは提案権はないし、予算両方と

も、何でこの、そんなことをせにゃあいけんのという。ただなると、あんたら５人の教育委

員さん何しとったんだ、皆さんがね。それは法的には全くうちがやるべきことではない

し、ただ教育長が教育委員会代表して謝罪をしたっていうのは、町長がするべきことを

やってしもうた越権行為なんですよこれ。 

 

高瀬学校教育課長： 

 町長の方も謝罪をされたんですが、新聞の中では教育委員会関係の学校教育課の

分の、から条例の提案をしてますので、いうふうなところで新聞の書き方が。 

 

森岡委員： 

 提案はうちじゃないでしょ、提案権は町長なんで。 

 

高瀬学校教育課長： 

 町長です。 
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森岡委員： 

 うちはそれを、ただ意見を求められたけえ、意見を付さかったんでそれを承認しただ

けで、なんぼ意見をかけても意見を付けるだけで、町長はそれによって撤回するのはな

にもないんで、ないんでね。ただ２９条に基づいてやっとるわけでしょ。そうなってくると

教育長の謝罪っていうのは越権行為でしょう。それは住民の人はわからんので、あん

た何しとるんっていう話、教育委員会痛くもかゆくもないのにそういうふうに評価され

るのはちょっと心外だなと思った。もちろん今日議案出てるんで、もう一個言いたいの

は、こういう話になった場合に、要は両課長さんがある意味、国でいう官僚みたいなも

んなんで、教育長さん助けなければいけない。そういう話もってでた時には、法的にい

うとうちがやるべきところじゃないと、いうなことも話をして、やっていきんさらんと、何で

もない、越権行為をしてみたり、うちがなんでこんなことを新聞に書き立てられたりねす

るんで、そのへんやっぱり、まして条例なんかいうのは、基本的に条例を提案する前に

は、いろんな人の上位法に抵触してないか、これをやることに住民に不利益がこんかと

かやって、住民のコンセンスを得て基本的には条例ってのは提案しますよね。今回き

とった分も、当面はそういう事なんで、我々はそういう条例なんで、何の意見もすること

はない。事前の協議でしとることでしとると思うんですよ。見るとそうじゃなかった。それ

はだんだんなんとなく教育委員会が、よりそってなかったということでしょ。非常にあの

記事を見ておかしいし、心外だなと思ったし、そういうふうにもし実際に言われたんで

あれば、それは今後そういうことのないように。まして条例の撤回なんてことは、案を基

本的にはないわけですよね。それはって、それは教育委員会の汚点みたいなことが書

いてあるんで心外、そのへんは、両課長さんちゃんといろんなことは、教育長さん支え

てもらわんと、今後こういうことがあった場合には、いろんなことがあるんじゃないかと。

まあ議会のことは全然わからんですけど、議会でなかったら教育長の謝罪じゃないん

だろうという話はなかったということ。 

 

高瀬学校教育課長： 

 それは、まあ、はい。 

 

森岡委員： 

 議会もその辺とこは知らんかったと。 

 

高瀬学校教育課長： 

 まあ確かに、地域みらい課が邑南町の交通体系を所管しとるんですけど、議員さん

の中の質問もあったんですけど、生活交通のバスではあるんですけど、たまたまスクー

ルバスというふうなところの位置付けでの所管が教育委員会っていうふうなところで、

ちょっと議員さんの中でも最初の解釈のところがかなり混乱されとるところもありました

ので。 

 

森岡委員： 

 それにしてもうちが痛くもない、なんでもないところで汚点を自らつくったことになって

るんで、今後こんなことのないようにしっかり教育長さんを支えて下さい。 
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高瀬学校教育課長： 

 はい。 

 

土居教育長： 

 謝罪したのは、あまりにも性急すぎたというところの謝罪であって。 

 

森岡委員： 

 でもうちじゃないですよね。 

 

土居教育長： 

 本来は、地域みらい課の責任ということだとは、わかっとって、謝罪をしたということ

です。 

 

森岡委員： 

 それはね、わからんじゃない。それは町長がちゃんとそれは提案者なんで、せにゃあ

いけんですよね。教育長は全然提案権もないし、ましてうちら２９条に基づいて意見を

求められただけなんで、そのことで我々が謝罪するっていうことは、それは間違いです

よね。越権行為だし。やっぱりそれはどんな理由付けられても正当理由にはならない。 

 

土居教育長： 

 予算案について質問はございませんでしょうか。ありませんか。 

 

森岡委員： 

 というかしょうがないですよね。我々が意見を述べる立場にないので。 

 

土居教育長： 

 ありませんか。 

 

教育委員： 

 はい。 

 

土居教育長： 

 議案第７４号令和４年度邑南町一般会計当初予算（案）についてはご承認いただけ

ますでしょうか。 

 

教育委員： 

      了  

 

土居教育長： 

 議案第７５号邑南町奨学基金条例施行規則の一部改正についてを説明をお願いし

ます。 

 

高瀬学校教育課長： 
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 議案第７５号邑南町奨学基金条例施行規則の一部改正についてでございます。これ

につきましては地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１５条の規定により教育

委員会の議決を求めるものでございます。一枚はぐっていただきますと様式の方を付

けております。この度の主な改正につきましては、押印欄がございますが、そこについて

押印の廃止をするところで改正をさせてもらっております。様式１号についてはそう

いった理由での改正でございます。それから様式４号のところについては一部連帯保

証人のところに押印の印を残しておりますが、ここについては実印を押してもらい、印

鑑証明をもらうというふうなところでの手続きをしておりますので、上の奨学生、法定

代理人のとこについては押印廃止をしましたが、連帯保証人については押印を残した

ままということで変更させてもらっております。それと合わせまして、様式４号の右の方

ですが、連帯保証人の下の方にございますが、あらたにですね、公職選挙法が適用さ

れる方というようなところで、ここは連帯保証人になれませんというふうなところをこち

ら追記を様式の方に入れております。それから次の様式６号、それから様式第８号につ

いても押印の欄をなくす規則改正をしておるところでございます。これについては以上

でございます。 

 

土居教育長： 

 押印の廃止に関連して、連帯保証人だけは実印で押印を残してあるということの説

明でした。これについてご質問ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

教育委員： 

 はい。 

 

土居教育長： 

 では議案第７５号邑南町奨学基金条例施行規則の一部改正についてはご承認いた

だけますでしょうか。 

 

教育委員：  

     了  

 

土居教育長： 

では議案第７６号邑南町立小・中学校文書取扱規程の一部改正について、説明を

お願いします。 

 

高瀬学校教育課長： 

 議案第７６号邑南町立小・中学校文書取扱規程の一部改正についてでございます。

これにつきましては地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１５条の規定により

教育委員会の議決を求めるものでございます。一枚はぐっていただきますと、新旧対

照表を載せておりますのでご覧いただければと思います。これにつきましてはこの間ま

で、学校の事務職の方のグループにおきまして、電子媒体での文書の取扱いができな

いというところで、議論をされておられまして、その結果を基づいて、町の校長会であ

るとか、教頭会の方で議論されておられます。その議論された中では紙媒体で保存し

ておくのではなく、電子媒体でも保存が可能であるというふうな、するべきというふうな
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結論になりましたので、それに併せまして今回の取扱規定の方、電子媒体でも出来る

というふうなところでそれぞれ文言の改正の方させてもらっております。紙媒体が全然

できなくなるわけではございませんが、今最近ほとんどが電子媒体の遣り取り等がされ

ております。こちらの方が管理もしやすいですし、それから担当者へ渡す場合もです

ね、文書を回覧後に渡すとかですね、後は報告をするものもですね、どこまでできたか

どうかというふうなことも、紙媒体ではちょっとその担当者の方がおられないときにはで

すね、処理ができてるかできてないかというところもちょっと確認が遅れたりすることも

ございますが、電子媒体を遣り取りすることによって、すべてそこの情報の一元管理で

きるというふうなところで、今順次学校の方も進めてもらっておりまして、今回改めてそ

ういったところができることへの変更ということで今回規定の改正をさせてもらってい

るところでございます。これについては以上でございます。 

 

土居教育長： 

 説明がありました。働き方改革にも通じるということで、電子媒体での書類の処理に

ついて、規則の改正をお願いするものです。これについてご質問ございませんでしょう

か。よろしいでしょうか。 

 

教育委員： 

 はい。 

 

土居教育長： 

 では、議案第７６号邑南町立小・中学校文書取扱規程の一部改正についてはご承認

いただけますでしょうか。 

 

教育委員： 

     了 

 

土居教育長： 

 議案第７７号邑南町立小学校及び中学校管理規則の一部改正についてを審議をお

願いします。では事務局からお願いします。 

 

高瀬学校教育課長： 

 議案第７７号邑南町立小学校及び中学校管理規則の一部改正についてです。これに

つきましては地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１５条の規定により教育委

員会の議決を求めるものでございます。一枚はぐっていただきますと新旧対照表がご

ざいますので、そちらをご覧いただければと思います。今回の改正につきましては第３

７条のところでございますが、これまでそこの第３７条の下１号から次ページ２１号までご

ざいますが、これにつきまして今まではすべて紙媒体で作成であるとか保管とかいうよ

うなことをされておられましたが、この中にも物によっては全て、電子媒体で遣り取りさ

れているものがございますので、作成にあたってもですね、実際の現状に則した形で変

更するべきというふうなところでございましたので、こちらの方でも電子媒体でも保管

可能というようなところで、言葉を修正させてもらっているところでございます。これに

ついては以上でございます。 
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土居教育長： 

 先ほどの７６号の承認していただいたその関係で、これらの書類についても電子媒体

で記録するのが可能だということの規則の改正です。ご質問がありませんでしょうか。

よろしいでしょうか。 

 

教育委員： 

 はい。 

 

土居教育長： 

 議案第７７号邑南町立小学校及び中学校管理規則の一部改正についてご承認いた

だけますでしょうか。 

 

教育委員： 

      了 

 

土居教育長： 

続きまして議案第７８号邑南町国際交流員任用規則の一部改正について審議をお

願いします。では事務局お願いします。 

 

三上生涯学習課長： 

議案第７８号邑南町国際交流員任用規則の一部改正についてでございます。このこ

とについて地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１５条の規定により教育委員

会の議決を求めるものでございます。議案第７２号で邑南町外国語指導助手任用規

則の一部改正にもありましたように、次のページをはぐっていただきますと、同じ項目

についての改正になっております。併せて少しの修正がありますので、まず第１条のとこ

ろでは、現行がこの任用本文書となっておりますが、ここにつきましては、任用規則に

改めます。それから第１３条の住居の損壊した場合が、住居が損壊した場合に改めま

す。以下は出産及び育児等に関しての同じ号になる部分が新設になっております。以

上です。 

 

土居教育長： 

 ALT と同様に一部の改訂が、上位の規定が改訂になりましたので、それに伴う邑南

町の規則の改正になります。これについて質問ございませんでしょうか。それでは議案

第７８号邑南町国際交流員任用規則の一部改正についてご承認いただけますでしょう

か。 

 

教育委員： 

      了 

 

土居教育長： 

 議案第７９号邑南町スクールバス条例施行規則の撤回について審議をお願いしま

す。では事務局お願いします。 
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高瀬学校教育課長： 

 議案第７９号邑南町スクールバス条例施行規則の撤回についてです。これにつきまし

ては地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１５条の規定により教育委員会の

議決を求めるものでございます。一枚はぐっていただきますと、新旧対照表の方付けて

おりますのでご覧いただければと思います。先ほどもお話させていただきましたが、２月

２５日の教育委員会のところでこのスクールバス条例施行規則の一部改正について提

案させてもらっております。中では、現行のところに書いてあるように宇都井線につい

て、時刻表を廃止しますというふうなところで、ご説明をさせていただきましたが、これ

につきましてはこの撤回に併せまして、改正後というふうに記載しておりますが、宇都

井線の時刻表をそのまま元に戻すというふうなところの手続きをさせてもらえればと思

いまして、今回規則の撤回の方を提案させていただければと思いましてよろしくお願い

いたします。 

 

土居教育長： 

 この議案についてご質問ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

教育委員： 

 はい。 

 

土居教育長： 

 それでは議案第７９号邑南町スクールバス条例施行規則の撤回についてご承認いた

だけますでしょうか。 

 

教育委員： 

      了 

 

土居教育長： 

議案第８０号教育支援委員会の答申について審議をお願いします。では事務局説

明をお願いします。 

 

高瀬学校教育課長： 

 はい、議案第８０号教育支援委員会の答申についてです。これにつきましては地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第２１条の規定により教育委員会の議決を求め

るものでございます。提案説明させていただく前に少しお願いがございます。これにつ

きましては担当の方からこちら一枚紙を付けておりますが、これについて担当の方から

説明させていただければと思いますので、この教育委員会の場に担当の方をよんでよ

いかどうかご審議をよろしくお願いいたします。 

 

土居教育長： 

 よろしいでしょうか。 

 

教育委員： 
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 はい。 

 

土居教育長： 

 それではお願いします。 それでは説明をお願いします。 

 

南原調整監： 

 第２回の教育支援委員会の判定会議を１０月２１日に開催しております。新規対象者

は、基本的には１０名でしたが、最後の１１番の子どもさんについては、第１回目の教育

支援委員会で審議保留ということになった子どもさんです。１番から概略を説明しま

す。以下個人情報につき省略。以上です。 

 

土居教育長： 

 担当から説明がありましたが、この件についてご質問がございますでしょうか。 

 

武田委員： 

 自閉情緒の学級と知的の学級を行き来する子が二人ぐらいいたかと思って、これ何

が違って課題があったりするのかなと教えていただけたらと思いまして。 

 

南原調整監： 

 学校がどこを意図してされていたかっていうところは十分くみ取れてはいないんです

けど、本来障がい種、主なる診断のところが主につくかってところで、やっぱり学び、知

的に遅れがあって学びが難しいといった場合には、知的障害の学級になります。知的

に遅れがあったり、例えば知的に遅れがなくとも、衝動とか多動とかそういったところで

日常生活に、適切かどうかわかりませんが弊害がおこってしまう、そういう環境調整を

しないと、学びも定着しないといった子どもさんについては、自閉情緒の学級になりま

す。ただ、自閉情緒の学級に入級されている子どもさんは、先ほども申しました通り、ま

た診断名にも記載の通り、そういった発達障害を有しながら、知的の遅れも軽度で

あったり、評価治療  の子どもさんであったりということがあります。恐らく A 小学校

の場合は、今最大４名の子どもさんがいらしゃったりして、交流の学級で学ぶのがいい

のか、自学級で学ぶのがいいか、それとも知的の教育課程を取っている子どもさん

は、案外一緒に合同学習で知的の学級に行って学んだ方がいいという判断をされたと

いうところがあると思います。ただそこのところが保護者さんにちょっとなかなか通じて

いないところもあったりして、はい。 

 

武田委員： 

 周りの環境の要因もある。 

 

南原調整監： 

 要因もあるということですね。そういったところで小学校としては自閉情緒に在籍をし

つつも、学びの内容によっては知的の学級で一緒に学んでいたっていうことをされて

いたと思います。 

 

武田委員： 
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 わかりました。現実的にはオーバーラップしている子が多分沢山いて、柔軟にってい

うのは、しておられる。なるほど周りの環境があると、わかります。ありがとうございま

す。 

 

土居教育長： 

 他にご質問ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。では、議案第８０号教育支

援委員会の答申について、ご承認いただけますでしょうか。 

 

教育委員： 

      了 

 

 以上で、第１８回を終了します。          （ ～12:17）                                                       

 

  


